
項 ⽬ 内 容
名称 アシュワガンダ、ウィザニア、ウィタニア、インドニンジン

[英]Ashwagandha、Withania、Ajagandha、Amangura [学名]Withania
somnifera Dunal

概要 アシュワガンダは、インド原産の低⽊で、⾼さ1.5 mほどに⽣⻑する。ヒンズー名
は「⾺のにおい」を意味する。

法規・制度 ■⾷薬区分
・全草︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・アルカロイド (isopelletierine、anaferineなど) 、ステロイドラクトン (ウィタノ
ライド類 (withanolides) 、withaferin類、sitoindoside類など) 、サポニン、鉄な
どを含む (33) (PMID:10956379) 。

分析法 ・アシュワガンダ中のウィタノライド類をHPLC法にて分析した報告がある
(PMID:12628397) 。
・アシュワガンダ果実中のウィタノライド類およびwithanamide A〜IをNMRにて
分析した報告がある (101) (PMID:19957250) 。
・アシュワガンダ葉中のステロイドラクトンを単離し、NMRにて分析した報告があ
る (102) 
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

・調べた⽂献に⾒当たらない。

消化系・肝臓 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

・調べた⽂献に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

RCT
・双極性うつ病または特定不能うつ病性障害の患者60名 (試験群30名、平均
46.90±10.38歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験にお
いて、アシュワガンダ250 mg/⽇を1週間、500 mg/⽇を7週間摂取させたとこ
ろ、認知機能テストの⼀部 (数唱課題 (2項⽬中1項⽬) 、フランカー課題 (3項⽬中1
項⽬) 、社会的認知能⼒検査 (Penn Emotional Acuity Test、 2項⽬中1項⽬) ) で
改善が認められた。⼀⽅、その他の認知機能テスト4課題の結果に影響は認められな
かった (PMID:24330893) 。
・軽度の精神的ストレスを抱える健康な成⼈60名 (試験群30名、平均42.23±2.44
歳、インド) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アシュワ
ガンダ抽出物240 mg /⽇を60⽇間摂取させたところ、気分の評価 (ハミルトン不安
評価尺度) の改善、⾎中コルチゾールおよびデヒドロエピアンドロステロン硫酸の
低下が認められた。⼀⽅、抑うつ・不安・ストレス尺度 (DASS-21)、⾎中テストス
テロンに影響は認められなかった (PMID:31517876) 。
・統合失調症患者68名 (試験群34名、平均45.18±12.90歳、アメリカ) を対象とし
た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アシュワガンダ抽出物250 mg×2
回/⽇を1週間、500 mg×2回/⽇を11週間の計12週間摂取させたところ、陽性・陰
性症状評価尺度 (PANSS) の陰性尺度、総合精神病理尺度、合計点、および⾃覚ス
トレス調査票の合計得点の低下が認められた。⼀⽅、PANSSの陽性尺度、炎症マー
カー (⾼感度CRP、S100B、IL-6) に影響は認められなかった (PMID:29995356)
。

免疫・がん・
炎症

・調べた⽂献に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ ・調べた⽂献に⾒当たらない。

発育・成⻑ ・調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 メタ分析
・2019年9⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験4報に
ついて検討したメタ分析において、健康な成⼈または運動選⼿におけるアシュワガ
ンダの摂取は、VO2maxの増加と関連が認められたが、試験によるばらつきが⼤き
かった (PMID:32316411) 。
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